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100号( 2009 ) 

静観観額縁総鑓砲穆静猫額謬鍋鶴磁場富露軍/

方自

し はじめに

六国史の一 つ 「続日本紀J

数十日

(715) 5月25日の条に

とある.

今村(1943) は 「この遠江地震の山崩地点を天竜111が峡谷をなす天竜!峡のいずれかの地点j と

えを示した. 萩原ら(1989) は 「天竜峡入口付近から下流， 静岡県二俣付近までの峡谷部， 南北 60

kmの間のいずれかの地点であったであろうJ(松田) と想定し， r 天竜JlIの上流部で， 数十日間も

竜JlIの流れを止める ほどの大きな崩壊があったこと， 遠江沿岸部では地震動による産接の被害はなか

ったことの， 2 点は耀かなことと思われるJ(松田) と している. また被害区域に ついては「数十日を

経て壊き止められた笛所が決壊して， 下流の敷智・長下・石田郡， すなわち現 馬込山 流域に大洪水を

こし， 大被害を生じたのである」 と推定している. しかし， 山間部の天竜J11が塞き止められ， 生じた

自然ダム湖が決壊したのであれば， 被害ぽ域は現 馬込]11流域だけでなく， 三方原・磐田原台地に挟ま

れた氾濫原全域に及んだはずで、ある. だから萩原ら(1989) の学説には従いがたく， 現地調査をd忠、っ

としか考えられない. 静関県(1996) では荻 原らの学説に従い， r出関部に山崩れでできた新湖の

ダム部分が決壊し， 下流で被害が出た」 と説明しているが， これにも従いがたい.

2屋 演没の解釈

(1 )古記録の解釈:平安時代， 菅 原道真らが伝記されてきた f続日本紀」 などの五国史記載の史実

を神祇 ・帝王・災異などに分類して収録した. r類従国史J(892)である参 このとき， 遠江地震は 「漬 没」

の開に 「流」の 1字が加えられ， r 8 年5月乙巳遠江国地震山崩翠愈玉潟水為之不流経数十日潰流没敷

-長下 ・石田三郡民家百七十鈴鹿井損苗. 内午参河田地震壊正倉 47又百姓麗舎往々陥没Jとまとめ

された. また平安末期， 比叡 山の僧阿関利皇留が「扶桑略記J(歴史書)を完成した. 遠江地震の記録は

「扶桑略記J では和銅7 年5月の条に「同月遠江田地震山崩翠愈玉河水為之不流経数十日潰流敷智・長

下・石田三郡民摺百七十鈴家悉没」と ，発生日が霊亀元年(和銀8 年)から 前年の和銀7 年に，内容も大

まかに書き直された. r続日本紀」によればヲ 和銅 8年は同年 9月の条に「和銅 8年を改め， 霊亀元年と為

す」と記されている. r続日本紀J や「類従国史」に記載されている翌26日発生の参河田地震 は「扶桑絡

記Jには見あたらない. だから遠江地震に ついてのf扶桑略記Jの記載事項 は疑問視されるべきである.

現代になり出版された「続日本紀」本では， 黒板勝美 ・国史大系編修会編(1936) は「高松宮本jにあ

るように「潰没Jとし， 他の出版社 (朝日新聞社・経済雑誌社等) は「流Jの 1字を加え， r漬 流没J と記
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述している.

「演没」は「民家が潰れて水没したJことを意味し， I潰流没Jは「壊き止めていた箇所が決壊し， その

ための洪水で民家が流されヲ 水没したJと解釈される. 結論として， I潰没jでは山崩地点の上流に水

没地域が存在し， I演流没Jでは被害区域が下流であったことになる@

(2)麗然現象的解釈: 2004年 10月23日発生の「中越地震J， 2008年6月14日発生の -宮城内陸

では「せき止め湖」 じた@ は崩落地点の上流部がダム湖化し， そこに存在した民

家が刻の経過とともに次第に水に呑み込まれる情況が放映され， 増水害の怖さが話題となった. 2008 

年5月12日発生の「中国間J11省地震Jでも「せき止めiMJが各所に生じたことが報道された.

山)11が山崩れで堰き止められて， 自然ダム湖ができ， 生じた埋没木が 最近河床の低

下により河底に姿を現した. 寺岡ら(2006) は「ア14年に起こった遠山大地変により， 遠山)11が壊さ止

められ， ヒノキ・ツガ・ケヤキなどの在木が天然ダム湖に沈んだ、Jと報告している.

また近年では長野県大鹿村で昭和36年(1961) 6月29 8大西山が崩落し， 小渋)11を塞き止めた. 松

ら(1991) は「小学校体育館の上でせき止められダム湖が出現した. 20 分後北東側の崩落筒所の縁

をまわった濁流が轟々と音を立てて流れ始めたJと崩落被害の情況を報告している.

これらは全て， 山が崩れて崩落した土砂により堰き止められた河川上流部の被害状況の記録である.

「類従国史J 編集に関わった公家さん達が遠江関に出向いて現場を見て「潰流没jと書き加えたとは信

じられず9 また近年刊行の書物も自然現象を考慮せず， 古記述を参考にして「演流没Jとしたと考えら

れるe 総じて「潰没」の正しい解釈は「潰流没Jのように「流Jの 1字を加えることなく， 高松宮本にあ

るように「潰エ没シ」とし， 近年我々が観察したように自然現象を重視し， I民家が潰れてから水没し

たjか， I没しで潰れた」と解釈し 被害区域を想定すべきである@

3甥

今村(1943)， 萩原ら(1989) は魚玉河を諏訪湖から流れ下る天竜)11と想定している. しかし霊亀

元年5月の条の記述は国府から朝廷への国内大地変の報告で、ある. 奈良時代遠江国府がニ俣以北山間

部の天竜)11を掌握していたとは思われない.

能玉河は遠江田内， 三方原台地と磐田原台地問の氾濫原を流れていた二俣以南の天竜)11と考えるべ

きである. 当時の天竜)11は 制約溺状地の扇頂にあたる地点から南西に流れていた. そして三方原台地

に接触してからは台地に 沿って南に流れ， 逮ナI'l灘に流れ下っていたのである. ほほ 馬込)11と同じ流路

を辿っていた@ 現在の 馬込)11は中央区上島「欠下Jで流路を東に垂底に大きく変えている. これは

による山崩れで河が塞がり， 能玉河の流れが大きく変わったこと」を物語っている.

被害区域と記されている「敷智・長下・石田Jに ついては次のように究明した.

現世の浜名郡が ほぼ往古の敷智郡である. 敷智郡の役所が上島「欠下平J付近にあり， 役所の崖下が

愈玉河の淵になっていたことから， I淵J→「敷智jと名付けられたと想定している. 崖下「欠下」の河川

も敷智郡の区域に含まれていた. I続日本紀J和錦 2年(709) 2月初日の条に「遠江国長田郡地界広

遠民居遠隔往還不便辛苦極多於是分為 2 郡罵」というl文がある. 敷智郡の東に広がる広大な氾濫原

が長田郡でありラ このとき「長上Jと の 2 郡に分けられた. I長上Jという地名・名称、は現在まで
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残っているが， I長下」は地名も名称もなく不明

となっている. I石田Jは現在東名浜松インタ

付近で， I上若田J . I下石田jなどが現存してい

る. 以上を根拠にして， 山の崩落地点は

水没区域は その北東側の河川敷，

の中流区域と想定した.

ヰ鍾 制約扇状婚の地形と

(1 )地形: 門村(1971)によれば，

の東縁には， 4---5 段の段丘があり， 段丘の堆積

物は三方原・磐田原の両台地と同じように扇状地

性の砂榛からなりJと， 地形は河岸段丘であり，

地質は洪積世代の砂擦で構成されているとして

いる. 三方原台地の東縁が河岸段丘だろうか.

日本初の測量による地形菌(大詰

測量部1890年測量) では， 三方涼台地東縁と

田原台地西縁の地形は(国 1 ) のようになって

いる.

はj可食躍が明擦に認められ，
国1. 合地縁の地形篠

沢は台地から河原に向けて東から西に垂直に流れ込んでいる. 段丘はない.

三方原台地東縁では， 北は坂上田村麻呂東征伝承で名高い「船関山Jに挟まれてf内野八了谷Jが南北

に谷を形成し， 以南でも「欠下平J付近まで有玉緑地公園を含めて， 南北の谷が多数刻み込まれている.

段丘であるならば， 沢は台地から ち込み， 南北の谷は形成されないはずである. ま

関県地震対策課(1984)の地質断面関EW-24(図2)では三方原台地東縁に 4 筋の谷が描かれ， 同 EW開22，

EW町 20 では 1 筋の谷が搭かれている. これは二俣以南の天竜JII氾濫原では段丘は存在せず\内村(1971)

以 前から「三方原台地東縁に河岸段丘が存在するjとされてきた一般常識は訂正されるべきである.

国2. 静関県地鷲断語圏聖 中遠@間部地域の断面国(豆W輔24). 静同県危機管理監の許可を得て

静関県地震対策課(1984)よ�)
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(2) と :三方原台地の地層は砂層， 砂磯層， 佐j兵泥層等が整合し にも堆積して

いる. そのため佐浜流層(シルト層) の上部の砂諜層には大量の地下水が合存されている. この地下

水の湧出で， 台地東縁では往古から地震の度に小規模の地滑りを引き起こし， 台地と遊離して地割れ

したり， 天竜)11河川敷に崩れ落ち ヲ 一段低い段丘状の丘を形成したのである. そのため， 遊離した台

地の間が浸食され， 南又は北に流れる沢が生じ， 複雑な地形を形成したと考えられる. これを裏付け

るように東名高速道路北側の丸守立腐(株)では180 m， 120 mの井戸を掘撃し 地下水を豆腐製造に活

用している. また内野八丁谷の半田山6)11合恒次氏宅では流れ出る湧水を利用して， 昭和16年(1941)

まで水車による脱穀が行われ， 石臼が10個連動していた. 現在でも台地中段から絶えることなく湧水

に溢れ出ている， また有玉付近では東名高速道 路工事の際地下水脈が切断され， 1益れ出る湧水

が存玉緑地公園から300 mm程の導管に集められ， 上島親水公園に導かれ， 馬込川に流れ出ている.

(3)制約薦状地の地形:三方原台地と磐田原台地に挟まれた 制約弱状地は国1(EWω24) で分かる

ように， 中央に高く， より流れが国定化された現天龍)11は天井川であり， 氾濫原は西に傾いて

いる@ これは扇状地西広域では前述した三方原台地からの湧水により， 氾濫原の砂擦が下流に流され

ぴ出され)， 西側に行く ほど低い地形を 増長したからである.

5鶴 i童江地震による崩落地点と

(1 ) 崩落箆域の地形と

地形:大日本常国陸地測量部測量の「三方原J

によればラ 崩落区域の地形は三方原台地より10

�1 5 m程低く張り出した平坦台地 が南北 に

300 x 600 m程広がっている. この台地は明治

23年頃は稲田であり， 現在は開発され住宅地・

になっている. さらにこの台地の東

側は20 m程の落差があり， その東側で 馬込)11

が大きく迂回している. そして段丘状に見える

自にはこの区域内だけでも池が 5 ヶ所に確認

できる(図3).

:三方原台地上のA， C地点の

料を採用した 地点は砂層， 砂磯層， 泥層が

している. ため深部までデー

タがある. B，C地点はピル建設に伴う試料のた

め浅いが， 安定した地層が確認できる@
関3舗 崩落地点の地形とボーリング地点闘

台地より10-----15 m程低い平坦台地のD.E.F地点の資料を入手できた. ピル建設に伴う試料のため

浅く， 記録様式も様々である. 平坦地 ほほ中央D地点の地下地質構造は深さ12 mの関に 4題あるよ

うに見える. 各層とも単層でなく， 砂混じりシルト， シルト混じり砂磯， 1潔混じり砂， シルト質砂磯

等と構造物が混在している@ 平坦台地東端のE地点では10 m程砂擦の単層構造のように見える@ し

70 



静岡地学 100号( 2009 ) 

色、 はf上部は若干の粘

土分を含む， 擦は径10 ---50 mm程

7 ---8 mに中擦と大磯が議入す

る. 8 m以深玉石および大擦が多く

なるJとある. 最東縁のF地点、では

5.8 mまでは粘土混じり砂擦， それ

以深では砂質粘土の 2

には「上部では4 mまでは良く

された玉石が多い. 4 m以深で、は40

mm以下の穣主体となり玉石もまれ

に点在する. 組砂と粘土が多くな

る. 所々で浮石多量混入. 下部では

全般に色調の変化があり横縞模様を

フ蝕物が所々で多量に混入.

9 .1 ---9 .15 m暗青灰の細砂を挟むJと

ある(密4).

三方原台地と一段低い平坦台地と

の境に池(裂け目) が存在する. ま

た平坦地の地下構造が東 ほど乱れて

おり， 最先端では6 m以深の地下に

腐 食物が壊没している. これらを総

合することにより「浜松市中央区上

(m) �凶i分

地点、A 地点、自 地点、む

区域が霊亀元年の出崩れ地点で， I 地点D 地点ξ 地点F

台地の砂磯が東にせり出し， 魚玉河 盟4圃 崩落地点地下構造.

を塞き止めた」と断定した.

(2)水没区域:霊亀元年(715)発生の巨大地

により中央区上島区域で愈玉河が塞き止めら

れ， 崩落地点の上流部に自然ダム湖が生じた.

より低地の西側から， 敷智， 長下， 石田郡のJII震

に部落ごと徐々に水没していった(図 5). 前述

した「中越地震J . í岩手・宮城内陸地震Jのよう

な被害情況がア15年遠江田の 制約窮状地の西区

域で起こったのである. 和銅 2年(709)2 郡に

分割された長下が敷智・石田と東西に並んで、いた

のではなく， 長下が や や下流部に位置し， ダム

渇からあふれでた湖水で浸水した可能性もある.
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(1 ) :山間部を流れ出た現世の天竜川は東に大きく迂回し， 浜北区「上島J東付近か

ら築堤された強国な堤防の関を南に流れている. この付近ニ俣地区と上島地区との境界線は二俣寄り

のJII内にある(浜松市浜北区航空写真平成17・18撮影(株)フジヤマ参照). これは「上島J部落が天竜

JIIの河原に大きな中ナ1'1として存在したことを示している. この中州 は往古大洪水の度に山間部出口で

大きく東に蛇行した古天竜J11が造成した.

この が形成された後 山間部から流れ出た天竜JlIはこの浜北区

向かう現天龍川の河道と 中州 西側の河道に二分し<....

前者の河道は中ナ1'1が大きかったので， 少ない

に 沿って南流していた. しか

しこの枝川が主流であったのは次のデータから

沖積世前期か遅くとも 奈良朝 以 前であったと考

えたいe それは東名高速道路南側，

岸堤防と東方磐田原崖の ほぼ中間地点の磐田市

田 470番地の稲田地下から砂諜を掘削する現

場に立ち合い， 地下構造を調べた. 泥土

が30 ---- 40 cm覆い? その下部

(国6). 河床面が砂諜でなく，

泥土が厚く

であった

出を構成する

記録されるようになってからこの磐田原に 沿っ

た枝川の流れが緩 やかであり， 本流ではなかっ

たと考えたい{建設省中部地方建設局浜松工事

(1990) も磐田原台地に 沿った流れは

「 奈良朝 以前(洪積世末期かけとしている1.

後者の枝JlIは巨大中州 に遮ら

を有し， 商の山塊とf上島J中ナi、iの間， 遠ナ1'1鉄 道

西鹿島駅直東二俣中学校辺りを南下する河道で

あった@ この枝JlIが存史以降の古天竜JIIの本流

であり， 下流では愈玉河と呼ばれていた.

(討議認できる地形と 流路:国土地理院測量

の地形図に浜北市(1988) による地形分類図の

地形の大略， 浜北地域河川区1(2005) の流路を

加え， 総合図(留のを作成した.

地形:浜北市(1988) によればヲ 現氾濫原の

北側に 沖積世以 前の天竜J[[の堆積物で形成され

た低位段丘がある@ 低位段丘の地質は 黒ボクと

-72 
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呼ばれ， 畑作に適した等綿粒の土壌である. そのため抵位段丘の海道は網状流跡になっている. その

南に天竜)11氾藍原の 制約扇状地が形成され， r本沢合J付近を爵頂に ] R東海道線付近を薦端として広

がっている. 浜北市(1988) の地形分類閣には低位段丘と窮状地の境界には「浅い谷Jが記されてい

る. またこの扇状地は国 2で示したように西下りの形状をしていて， 台地に接する最先端はシルト

になっている.

小河川の現状 :扇状地の溺頂付近の小河川は流れの方向に特徴がある. 天宝堤西側の河J1Hi， 低位

段丘から流れ出ている道本)11(国7①) を除いて， 馬込)11は勿論， 小林)11(閣ア②)， 矢作)11(図7③入

賞布材、)11 (国7③)， 沖)11(図7⑤)， 小松本町)11(図7⑤)， 小松)11(下流部)(国7⑦)等の小河川全

てが南西に流れ， 主流である 馬込)11に流れ込んでいる.

部)(図ア⑮)， 高熔JII(図7⑬)， 寺島)11(図7⑫)， 

7⑮) などの小河川は南に流れている.

の天宝)11(国7⑨)， 小松)11(上流

I (国ア⑬)， 豊田)11(図?⑬)， 高額)11(図

これらの小河川は往古から存在したのではなく， 天宝堤 や彦助堤などの築堤がなされ， 本流が遮ら

れてから， 伏流水が)11底から湧きだして生じた河川である. また五反田)11合流点より上流部は浜名用

水路・天竜)11右岸導水路で 馬込)11ではなく， 人工河川である.

(3)河口の移動: r馬込)IIJは南区楊子町付近で河道を西北西に大きく変え， I 芳)IIJは御給町付近で

に変えている . 現 f天竜)l1Jはj可口を南に突出している(図7参照). また大日本帝思陸地測量部測

量の地形図(1890)では「天竜)IIJは掛塚「西掘J付近で東に大きく蛇行している (図8). 伊能忠敬関(1805

年測量)(関9)では現天竜)11を「天竜古JlIJとし， その東側「駒場J付近を「天竜)IIJと記している. この事

iは「西掘J付近で大きく蛇行し， 河口が「駒場J付近に開いていたことになる.

関9. 伊能忠敬測量閤(1805).

図8. 蛇行天竜JII.
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間(1650) 初期の築

関に修築されている.

には宝暦7 年 (1757) 彦助堤修築の絵閣が描かれている. 本沢 文

lがf苗かれ9 絵図には「古川筋・延宝の度切込ミ口当時林Jと彦助大堤が決

6. 天竜JIIの変遷

本論 文で (715) 以 前氾濫原を流

れていた天竜!日の本流を第1 古天竜)11(麗玉inJ)， 

5年 (761) 頃の本流を第2 古天竜)11

(荒玉河) とし， その後の本流を天竜古川1， 蛇行

天竜川と仮称した.

(1 )天宝堤の関わり: I続日本紀j天平宝字5

(761) 7 月19日の条に

決三百徐丈役単功舟万三 千七百絵入宛殺修築J

とある. この天宝堤跡は「道本J1日国道 152

脇に史跡として17 m程保存されている，

浜北市(1989) にはこの史跡天宝堤跡から北

に伸びる堤跡が図示されている. 堤跡は狭い道

路などに構築され， 浜北高齢者ふれあいセンタ

ー東側に， 北に向かつて低位段丘南端まで ほぼ

700 m延び\現在でも堤跡、として確認できる.

南方に ついては内山真龍(1740 -----1821) は「遠

江田風土記伝Jで「北は道本に起こり， 南は有玉

の広瀬村に謹くJとしている. ほほ速鉄 西鹿

線 沿いに積志村南部広瀬(積志、e駅付近) までは

築堤されていたと考える(積志村南部に広瀬と

いう地名があった). 

天宝堤付近の小河川の流れ(図7 参照) は，

堤の西側では全て南西に流れており， 東側の小

河川は全て南に流れている. この事実から南西

に流れていた流路を南への流れに変えた堤と推

定できる.

(2)彦助堤からわかること:彦助堤は浜北市

(1988) によれば，

堤が伝えられ，

(浜北なゆた

書古図には堤の東側に

�ω叩町陶司崎町』山崎ーー時畑町合町冶守山古必司

t11‘
 
t
 
}
 

思10滋 彦助堤宝鐙7年修築絵図鍵

壊し， 古河道に流れ込んだことが記されている(国10). この)11筋を辿ると道 路などに改築された浜

北市(1988) 天宝堤跡から史跡天宝堤のラインに到達する. これは第1 古天竜)11(麗玉河) が彦助堤

付近から天宝堤跡を横切って南西に流れていたことを裏付ける. さらに本沢 文蓄には「布堤下絵図ハ

宝麿の度修覆致候節之下関ニ御座挟期村絵図相添右の通りニ相成居本沢村堤敷には不掛候得者堤キワ
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を地所広く村内ニ向堤存之彦助堤切込ニ椙成り

候得ハ本沢村真先ニ入水仕水下 六十 ヶ村浜松御

域迄の入水ニ相成侯義ニ編座候市本沢村水防第

の村方ニ御座設Jという添え書きがある. こ

れは「彦助堤が決壊 すると本沢村は真っ先に入

水し， 流水は天宝堤が築かれなかった それ以前

の古川を辿って流れ下ったJことを示唆してい

る. だから一般的に大天竜と小天竜が存在し，

小天竜が「暴れ天竜だ、ったJという認識を改め，

洪水の度堤防決壊により)11の流れが先祖返り

(古河道を辿った) したとすべきである.

(3) 流路の変遷:築堤されていなかっ

には第1古天竜]11(麗玉河) は山間部から流れ

出て， 低{立段丘と 制約扇状地に挟まれた浅い谷

を南西に流れていた. 天宝堤築堤により古来か

らの流路が遮られ， �可道が天宝堤の東側に変わ

った. 第2古天竜)11(荒玉河) である， その後

2 古天竜)11(荒玉河) は左岸(東側) に堤坊

がなかったため， 南西から南の流れに分派し，

に移行した可能性が高い. 歴史記録には残さ

れていない小規模の築堤により河道が変えられ

たことは考えられる. 静関県地震対策課(1984)

による静蹄県地質断面図のEW-24(図2)， EW・

22， EW-20 には現天竜)11西側に粘土・シルト

が深く図示されていることから， 東美関)11・
図11馬 天竜JII本流変遷推定国.

)11付近を天竜古川は流れ下っていた可能性が高い. そして彦助堤などの築堤により， 現天竜川筋の流

れに国定されていった. 現天竜)11筋を流れた天竜古)11は最後に標高差の ほとんど無い河口近くで蛇行

した(図11). 

715年以前の流路:第1 古天竜)11(儀玉)11) は山間部の出口で， 上島のE大中丹、iで遮られ， 遠州 鉄

道西鹿島駅直東二俣中学校付近から低位段丘東縁に 沿って彦助堤付近まで高下していた. ここで低位

段丘南側の浅い谷(この谷には現在小林)11， その南側に ほぼ並行して矢作)11が流れている) を流れ，

五反田)11の流水を集めた. そのまま御陣屋川上流部筋を南西に流れ， 三方原台地に接触し 台地に沿

って南に流れ， 中区上島地点では現市営陸上競技場(当時は河原) を縦割りする形でさらに南流し，

下流では現 馬込)11と ほぼ同じ流路を辿り， 遠州 灘に流れ出ていた. 河口はデルタの形成にともなって

南下した. 霊亀元年 (715) 頃の河口は楊子町付近であった(静関県地震対策課(1984) の静岡県地

質断面密EW-22 では御陣屋川 沿いに粘土・シルト層があること， 村 社八幡宮南の稲田 (御棒屋川 脇)
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地下に花臨岩の玉石が存在すること， 内野小学校地点(御陣犀川 脇) の地盤が極めて軟弱であったこ

と， 御陣屋川流域が葦原であったという情況等を根拠とした). 

715年"""'860年頃の流路:霊亀元年 (715) 遠江地震による下流部のダム湖化(村落の潰没) 直後天

宝堤の築堤が始まったと推定している. 天さま堤築堤により従来の流路は遮られ， 河道は堤の東側に移

行した. この第2古天竜JII(荒玉河) は 制約扇状地の扇頂彦助堤付近から， 現小松川上流筋を南下し，

天宝堤に遮られ， 市営小林グランド・浜名高校直酉の天宝JII(天宝堤跡の直東) からヲ 小松川筋(北

浜中学校付近) を南南西に流れ， て浜北区「沼jを経由して， 小松川中流筋を流れ， さらに西中条川筋

を南に流れた.

明治23年測量の地形図(三方原・浜松 2万分の 1 ) によれば小池村・市野村・天王村・早出村に閉まれ

て広大な稲田が存在していた{ 門村(1971) は後背 湿地としているf. この区域は静岡県地質断面図

EW-18 (静岡県地震対策課 1984) では粘土・シルト層になっている. また江戸末期の早出村 文書 (浜

松市博物館蔵)に小池村と早出村の水争い公事の記録がある. その一 文「早出村井堰所之儀往古小天竜

川之節より大JlI埴脅分水仕候処其頃彦助堤御普請有之有玉村地内JlI留ニ相成右Jlr筋ノト池村地内井袋と

罷成」を「往古第1 古天竜J11 (魚玉河) の本流が塞き止められて分水されていた. 時代が下がって彦助

により有玉村地内)口止めになり， 小池村内の大JlI跡が井袋(居沼・置淵) になりjと解釈した.

この付近一帯は上流部で本流が壊止められ， 広大な区域に居沼 や置淵が生じ， 長い年月の関に関田さ

れたと考えられる.

西中条JII筋を南下した第2古天竜JlI(荒玉河) は大瀬から小池・市野から南に広がっていた天王新

の鹿沼・置淵を流れ， 現 芳JII筋に流れ込んで、いたと推定した. 大略すると天宝堤東側の天京JlIから

浜北区貴布祢の沼， 天王新自の居沼・置淵を経由して 芳JlIに至るJlI筋である{国交省(1990) では ほ

ぼこのJII筋を根拠を示さず， I古代から幕末までの移り変わり概念関Jの中に「確かにあった河道jと

して図示しているf. この古川筋は715年から平安時代初期までであったであろう. I 文徳実録j仁寿3

(853) 10月22日の条に「遠江田奏吉広瀬河蕎有郵船 2般而今水悶流急不由利渉公私人擁滞岸上諸

吏加置 2娘以済轄旅之難許之Jとある. この「広瀬川JはこのJlI筋である. この第2古天竜JlI(荒玉河)

が本流であったのは860十30年代までで， その頃の河口は南区御給町付近であった.

温鎌倉時代の流路: I更級日記J(1020) には「天ちうというJIIの つらに仮屋造り設けたりjと

竜JII左岸に野営できる安全な河原の広がりがあったこと や， I海道記J(1223) には「池田をたちて暮々

行けば林野は皆同じ様なれども」とあり， 池田宿(池田宿は 源範頼の供養塔が現存する南区飯田町稲

山龍泉寺付近と推定) から天竜JII右岸に林野が存在したと記している@ 前述したように甫西に流れ

た第2古天竜J11(荒玉河) の左岸に堤防がなかったため， 上流部で南西の流れが南の流れに分派した.

静岡県地質断面図のEW偏22(図 3) やEW悌20国(不掲載) には現天竜JII右岸に離れてシルト層の区域

の広がりがあることを示しているので(静関県地震対策課，1984)， 平安鎌倉時代の本流は安関JII筋と

か豊田JII筋であり， 現天竜JIIの右岸を流れていたと考えられる. 河口は現天竜JII河口より や や北に関

いていた.

また「東関紀行J(1242) では「遠江の国府今の浦に着きぬJとあるので， i度河地点は江戸時代の「池

田Jでなく， かなり下流の東区鶴見・新兵町付近であったであろう。
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室町時党-1 805主手頃の流路: (1485)には「渡天龍河就懸塚J' í船路二十里自

日之中達駿之小河Jとある. は「天竜)11を渡り， 掛塚湊から駿河田焼津小)11湊に航行し

たJとしている. これは現天竜)11の左岸「駒場j付近に湊があり， そこに河口があったことを物語って

いる， 日本初の測量である伊能忠敬閣では国10 に示したように現天竜J11は「天竜古)IIJとし， その左

に天竜)11が記されている. 室町時代から国9 のように掛塚町四堀付近で大きく蛇行し， 掛塚東方仁駒

場Jに向けて流れ出ていた.

思12組 三方原台地南の沿岸低地の影成j槙序.

ア調 三方原舎地南部の沿岸低地の自然造成

加茂(2003) は天竜)11デルタ地帯の河道の変遷と三方原台地南側の 沖積低地の自然造成とは関連が

あり， I 日河と新河との関係及び三方原台地以南の 沖積低地のデルタ造成を論じている. 今回は若干の

補正と新しく解明したことを加え， まとめ産した.

前述したように， 天竜川本流は東に 3 度変遷した. 天竜川河口から西の 逮ナH灘で、は黒潮の反流のた

め， 沿岸流は西向きの流れが卓越する. そのため右岸の 沖積低地には流出砂擦の堆積で生じた砂丘

(砂堤)列が 4 筋できた(国12).

第1古天竜JlI (議玉河)による715年以前の堆積:河口から流出した砂擦は三方原台地海食崖に沿

って高に 運ばれ， 堆積していった. 最西端は浜名湾の西岸湖西市「女j明書Jまで達した. 東 岸では村櫛

半島の付根舘山寺海岸まで回り込んだ.

堆積の痕跡は成子坂から東伊場・西伊場にかけては顕著ではない. 東彦尾から志都呂にかけては台

地の縁に砂丘がへばり付いている. 現塚遺跡付近から南に開いていた関析谷は漂砂で塞がり， 佐鳴海

となった. 西 ほど砂丘は肥大していった. さらに酉に 運ばれた漂砂は千塚山(江戸期に築堤搬出で消

滅)， 雄踏町小山・ 妙楽 寺・ 雄踏小学校・ 白山神社・ 戊亥崎に連なる砂丘及び その南に並ぶ金山神社・ 雄踏

関 書館・ 法禅寺にかけての砂丘， チンドンの砂山(1945年頃まで実在) を造成した. に ついては，

擦は皆無で砂粒は0.25mm程度で、細かい(海浜の漂砂粒は0 .34 mm). これら全ての砂丘は荒天時南の

強風で吹き上げられ， 造成したものと考える.
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ついで、流出した砂擦は浜名湾口に堆積し， 浅い海を形成していった. やがて浅い海の南側区域は大

i税 イカリ瀬などの潮間帯干潟となった.

]R浜名第3 鉄橋の北側ミヨ筋に仕掛けた蛸壷(長経150 mm) に入るタコは円盤状の石を壷入口に

運ぶ. 球状のものはなく全て円盤状である@ この海域には円盤状の磯しかないらしい. この事実から

浜名湖南部の広大な潮間帯干潟「大瀬Jの南側は往古汀であったことが裏付けられる.

2古天竜111 (荒玉河)による715年...... 年間の増額:加茂(2003) によれば， I河道が変遷する

と， 新)11流出漂砂はi日河河口の堆積砂擦に遮られ， 汀に連続 的に堆積することなく， 沖合に離れて堆

していくJという.

図8 の如く， 馬込)11(愈玉河筋) が楊子町付近で西北西に大きく蛇行しているのは， 新)11(荒玉河)

からの流出漂砂が多量であったことを示している@ この第2古天竜)11(荒玉河) からの流出漂砂は東

若林町， 増楽町， 高塚町， 篠原町， 舞阪町ラインの砂丘を造成し， さらに浜名湾口に堆積し， 砂洲を

形成した. これによりラグーン状浜名湖が誕生した. 続日本後紀の「浜名郡猪鼻駅家再興J(843)， 文

徳実録の「湖有一口開塞常無J(850) の記述がこれを裏付ける@ この堆積ラインの砂洲から砂丘への造

成は， 加茂(2006) が実例を示したように， 荒天時に行われたとは明らかである. 砂洲が舞阪より新

に達したことにより， 南回りの東海道が840年代に関かれた@

による

に少しだけ蛇行しているのは， 新)11

かったことを物語っている.

この ト伊能忠敬留にある

:図7 に示したように， 芳)11(荒玉河筋) が御給町付近で南西

りからの流出漂砂が荒玉河からの流出量に比べ， 少な

IJからの流出砂擦は中田島町・卸本町@田尻町・法校町・米津

自r.堤町・倉松町・小沢渡町から篠原町柏原に至るラインに堆積し， 砂洲を形成し， さらに砂正に造成

された. i可道が東に移行したため， 旧河(荒玉河) 流出砂諜堆積による砂洲から離れて堆積したので，

砂洲の北側に東若林町から高塚町にかけて小規模のラグーンが形成され， 最近まで後背混地(蓮池:

高塚)11) として残されていた.

蛇行3充電}fIによる霊前時代......1 :図9 の如く9 天竜川は掛塚西堀付近で東に大きく蛇

行し， 室町時代から江戸後期まで掛塚町駒場付近が河口で， 前述したように港の機能を充たし， 伊能

忠敬はこの蛇行天竜)11を当時の「天竜)IIJとしている. この蛇行天竜)11からの流出砂諜は中田島砂丘付

近から篠原野坪井南に至る海浜砂丘を造成した(篠原町坪井付近は漂砂の堆積が充分で、なかったため

湿地帯が多い). これは伊能忠敬閣では蛇行天竜)11の河口がi日河「天竜古川」より突出せずラ ほほ東西

に並んで、いた. そのため， 18河の汀に近く連続 堆積したため ヲ 背面にできたラグーンの規模が小さく，

馬込)11(愈玉j可)ヲ 芳)11(荒玉河) の河口付近を連結した程度の水域にしかならなかった.

1805年以降現天竜)11も加わって? 沿岸漂砂が堆積を続 け， 海浜を南に押し出してきた. しかし上流

部のダム建設により流出砂磯が激減し 海浜侵食という新しい時代を迎えた.

g緩 おわりに

須山建設KK中村裕之氏から上島地区のボーリング調査資料の提供を受け， 研究の骨格が留まり，

現地に精通している古老・元 浜北市教育長池谷豊氏から貴重な河川図を頂きヲ さらに現地調査に間行
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していただき指導を受け， 儲値ある論 文にまとめることができた. します.

制約溺状地を流れていた)11跡、の現地調査を重ねるうち，

の「天竜J11扇状地と その周辺{岳地の地形分類図J や

どに引用されている門 村(1971)

される流線と溺状地面の形成}Il夏序jに疑問が

ではじめた. こ も小河川跡の記述は充分で、はなく， 地の研究者の出現を待ちたい.
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